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組織よし、

地域よし

職員よし、
連 載

多様な働き方の推進
第　 回21

が
２
０
１
７
年
11
月
に
導
入
し
た
際
、

本
格
導
入
し
て
い
る
政
令
指
定
都
市
は

ま
だ
無
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

制
度
導
入
当
初
は
、
育
児
や
介
護
の

必
要
が
あ
る
職
員
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、
19
年
１
月
に
は
広
く
業
務
上
の
都

合
が
あ
れ
ば
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
取

得
で
き
る
旨
の
制
度
拡
充
を
行
っ
た
。

　

勤
務
時
間
に
つ
い
て
職
員
自
身
が
一

定
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
子
ど
も
を
保
育
所
に
送
っ

て
か
ら
出
勤
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
対
応

等
で
夕
刻
以
降
も
勤
務
を
要
す
る
場
合

に
勤
務
時
間
を
調
整
す
る
な
ど
、
活
用

の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

在
宅
勤
務
制
度
に
つ
い
て
は
、
15
年

９
月
か
ら
導
入
し
た
。
当
初
は
育
児
・

介
護
を
理
由
と
し
て
い
た
が
、
16
年
８

月
以
降
は
上
記
理
由
を
不
要
と
し
、
17

年
度
に
は
在
宅
勤
務
専
用
パ
ソ
コ
ン
を

増
台
し
た
結
果
、
現
在
は
在
宅
勤
務
が

可
能
な
業
務
で
あ
れ
ば
、
広
く
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
希
望
者
も
増
加
し
て

い
る
。

　

在
宅
勤
務
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
制
度
の
整
備
だ
け
で
は
十
分
で
は

な
い
。
神
戸
市
で
は
文
書
類
の
削
減
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
所

在
宅
勤
務
制
度

属
で
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
利
用
し
た
ペ

ー
パ
レ
ス
会
議
も
広
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
同
士
の
電
話
連
絡
を
減

ら
す
た
め
、
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
に
、
メ

ー
ル
よ
り
速
く
連
絡
で
き
る
チ
ャ
ッ
ト

機
能
や
、
全
庁
的
な
職
員
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
共
有
機
能
を
整
備
し
た
。
在
宅
に

限
ら
ず
、
広
く
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
の
展

開
を
見
据
え
て
の
取
組
み
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
利
用
者
は
増
加

し
て
お
り
、
昨
年
度
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
で
約
１
５
０
人
、
在
宅
勤
務

制
度
は
約
１
６
０
人
に
及
ん
で
い
る
。

た
だ
し
、
基
礎
自
治
体
に
は
市
民
と
直

接
応
対
す
る
窓
口
業
務
も
多
く
、
両
制

度
が
馴
染
ま
な
い
職
場
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
19
年
６
月
よ
り
、
そ
れ
ま

で
一
律
で
あ
っ
た
昼
休
憩
の
時
間
を
四

つ
の
時
間
帯
か
ら
選
択
で
き
る
制
度
へ

と
変
更
し
た
。
こ
れ
も
一
つ
の
働
き
方

の
選
択
で
あ
る
。
制
度
を
利
用
で
き
る

職
員
の
範
囲
も
広
い
こ
と
か
ら
、
反
響

は
大
き
か
っ
た
。

　

今
後
も
、
職
員
の
意
識
の
向
上
、
利

用
し
や
す
い
制
度
の
運
用
、
必
要
な
ツ

ー
ル
の
整
備
に
よ
っ
て
、
多
様
な
働
き

方
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

更
な
る
推
進

　

神
戸
市
の「
働
き
方
改
革
」は
、
①
職

員
の
意
識
の
醸
成
、
②
多
様
な
働
き
方

の
推
進
、
③
業
務
の
省
力
化
・
生
産
性

向
上
、
④
時
間
外
勤
務
の
縮
減
を
四
つ

働
き
方
の
選
択
肢
を
広
げ
る

の
柱
と
し
て
掲
げ
、
取
組
み
を
進
め
て

い
る
。
中
で
も
②
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、

選
択
肢
の
広
が
り
に
期
待
す
る
職
員
も

多
い
。

　

ま
た
、
多
様
な
働
き
方
が
進
め
ば
、

業
務
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
幅
も
広
が
る

可
能
性
が
あ
り
、
業
務
の
効
率
化
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

多
様
な
働
き
方
と
は
、
す
な
わ
ち

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
」

働
く
の
か
。
そ
の
選
択
肢
を
広
げ
る
核

と
な
る
制
度
が
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
と

在
宅
勤
務
で
あ
る
。

　

民
間
企
業
で
は
導
入
が
進
ん
で
い
る

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
だ
が
、
神
戸
市

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
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